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研究成果の概要（和文）：グローバルな人の移動が急増する現在、国家の枠組みの中で発展してきたシティズン
シップの概念が世界各地で揺らぎ始めている。本研究は、その顕著な例として、一時的滞在の外国人とその家族
が多い湾岸アラブ諸国のアジア系移民二世に注目した。かれらは、シティズンシップ取得の見込みの全くない湾
岸アラブ諸国も、治安や生活環境が格段に悪く、社会保障も十分整っていない親の出身国（国籍上の本国）も自
分の最終的な居場所と考えられず、明確な足場をどの国にも持たない。かれらの考え方や生存戦略は一般の「移
民二世」という概念でとらえきれないため、transnational generationという新たな分析概念を打ち出した。

研究成果の概要（英文）：This research project has investigated‘notions of belongings’and 
experiences concerned with rootedness among the second generation Asian migrants residing in the 
Arab Gulf states where the majority of the population are non-nationals, mostly from Asia.It was 
revealed that neither their country of residence that is unwilling to provide citizenship, nor the 
parents’country of origin (country of their passport) where they find security and living 
conditions are far too poor, are attractive to many of them as the countries they want to live 
eventually. Accordingly, their educational and career strategies are set for acquiring ways to 
immigrate to third countries where they can possibly be citizens and lead comfortable and peaceful 
lives. These findings will be an important reference point to any country which accept migrant 
workers on a temporary basis but with some measures to keep them long-term, by showing what will be 
social and cultural outcomes of such migrant labor policies.

研究分野： 移民研究、文化人類学

キーワード： 湾岸アラブ諸国　移民二世　アイデンティティ　国際高等教育　グローバリゼーション　国際労働力移
動　シティズンシップ　移民受け入れ政策
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、大量の一時的身分の外国人労働者を有する湾岸アラブ諸国で育つアジア系移民二世の特徴的なシティ
ズンシップに対する考え方と生存戦略を明らかにしたことで、現代の移民とシティズンシップに関する学術的議
論に新たな視点を投じた。
国際競争力を維持するために不足する労働力を一時的労働者で補おうとする政策は、日本を含む他の先進国や中
進国でも今後いっそう増える。専門職などいわゆる「高度人材」への優遇措置として、高度人材外国人の家族同
伴を認めるケースも増えている。本研究は、そうした他の国々にとって社会の将来像を見定めるうえでの重要な
参照例となりえることから、広い社会的意義があるといえる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 
湾岸アラブ諸国はバハレーン、クウェイト、カタル、オマーン、サウディアラビア、アラブ首

長国連邦（UAE）の 6 カ国からなる地域である。ここは、世界銀行による統計で 2900 万人の移
民を受け入れており、北米、欧州とならんで、世界の三大移民受け入れ地域の一つとなっている。
また、総人口に占める移民の割合に注目した場合、湾岸アラブ諸国はその人口の 56％が移民で
あり、世界一、移民の割合が高い地域となっている。下の図に示すように、カタルや UAE では
人口の約 9 割が外国人が占める。この地域は、世界でもまれな「多外国人国家」と呼ぶことがで
きる。 
湾岸アラブ諸国のもう一つの特徴として、移民のほとんどが一時的な滞在者であることが挙

げられる。自国民と国際結婚した外国人など少数の人を除けば、外国人は 2 年程度の短期契約
雇用の一時的労働者か、その家族である。契約が更新されなかったり、契約途中で解雇されたり
した場合、すぐに家族とともに国を去らなければならない。移民の定住を拒む湾岸アラブ諸国に
おいて外国人がシティズンシップを得られる可能性は皆無に近い。 
しかし現実には、湾岸アラブ諸国内に生活の基盤を築き、短期契約を更新し続け長期に滞在を

する「長期一時滞在者」も多くなっている。一時的労働者の 3 割程度を占める専門職者や技術者
には家族の同伴が認められるので、その結果、この地域で生まれ育つ移民二世も多い。 
 
２．研究の目的 
 
本研究は、こうした背景を持つ、

湾岸アラブ諸国在住のアジア系移
民二世を対象とする。国際移民研
究の分野では「出身国と移住国を
一つとする社会空間の形成（トラ
ンスナショナリズム）」や、「ある国
から世界各地への離散定住（ディ
アスポラ）」のように、世界のどこ
かの地点をイメージさせる概念が
強調されてきたが、代表者・分担者
はこれまでの調査研究から、湾岸
アラブ諸国のアジア系移民二世の
生活世界は、こうした概念では捉
えきれないことを示した［Hosoda 
and Matsukawa, 2019］。続く本研
究では、セイフティーネット、老後
の保障等が移住先国の政府からも出身国の政府からも十分得られない湾岸アラブ諸国のアジア
系移民二世のシティズンシップに対する考え方と生存戦略を考察する。 
 
３．研究の方法 
 
主な手法としては、湾岸アラブ諸国ならびに送り出し国でのアジア系移民二世やその家族、な

らびに二世が通う教育機関の関係者に対するインタビュー、カタル大学でのアンケート調査、現
地の省庁・大学などでの文献資料収集を用いた。 
 
４．研究成果 
 
湾岸アラブ諸国在住のアジア系移民二世は、ホスト社会に包摂されないまま、国籍や民族ごと

に分断された外国人コミュニティ内で育つといえる。公立学校には入れないため、外国（欧米、
インド、フィリピンなど）のカリキュラムの私立学校で学ぶ。また、コミュニティや学校から一
歩出ると、世界各地のブランド製品や食品であふれるグローバル公共空間が広がっており、アラ
ビア語ではなく英語で周囲の人たちとコミュニケーションをとっている。一方、かれらは家族と
一緒に親の出身国、つまり国籍上の本国にたびたび帰省しているものの、湾岸アラブ諸国と比べ
ると治安も生活環境も悪い本国に長期滞在しようとした場合、うまく適応できないケースが少
なくない。 
したがって、かれらの多くは、同一の国籍や民族でまとまる移民コミュニティには愛着を感じ

ているが、シティズンシップ取得の見込みのない滞在国も、治安や生活環境が悪いうえに社会保
障も十分整っていない本国も、最終的な居場所とは考えていない。かれらの教育やキャリアにつ
いての戦略は、第三国での将来的な居場所確保に向けて立てられることになる。 



移民・難民の急速な増加で、従来の国境と国籍をベースとしたシティズンシップという考えか
たが世界で揺らぎ始めている［Isin 他 2008］。湾岸アラブ諸国のアジア系移民のシティズンシ
ップ議論には、アイワ・オンの「フレキシブル・シティズンシップ」の視点を取り入れ、UAE の
ドバイ在住インド人中間層のアイデンティティを文化的シティズンシップはインド、経済的自
由はドバイにあり、UAE にシティズンシップがないことは問題視していない、と論じたネハ・
ボラの研究がある［Vora 2013］。このような見方に対し、代表者・分担者らは、自分にとって意
味のあるシティズンシップがないことが、湾岸アラブ諸国のアジア系移民二世にとっては無視
できない不安要因になっていることを示した。そして、第三国移住にくわえ、世界各地で雇用を
獲得するための高い文化的適応性やモビリティ（移動性）の維持、様々な人的ネットワークを駆
使しての情報収集など、意味あるシティズンシップの無さに起因する不安要因を回避する生存
戦略を生み出していることを明らかにした。湾岸アラブ諸国のアジア系移民二世は、親の本国と
移住先国の二国の文化的背景を持ち、後者のシティズンシップを持つと考えられている一般的
な「移民二世」という概念ではとらえきれないため、「Transnational Generations」という新た
な分析概念を打ち立てた。この新たな概念で湾岸アラブ諸国のアジア系移民二世を分析した論
文集 Transnational Generations in the Gulf and Beyond は、Springer 社の湾岸研究シリーズ
の一巻として 2023 年に刊行される予定である。 
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